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やチベット
資料
を
中心
に
進
められてきたので、
漢訳資料
はあま
 
り
顧
みられなかった。しかし
漢訳資料
も
中観思想
の
展開
の
一端
 
を
示
すものとして
大
いに
研究
される
価値
がある。
特
にこれらが
 
中国仏教
に
与
えた
影響
を
考
えるとき、これ の
論書
を
中観思想
 
の
流
れの
中
に
位置付
けてゆく
作業
の
重要性
を
感
じざるを
得
ない。
この
点
において、
C
W
N
G
氏
が『
十二門論
』に
注目
し、その
英
 
訳研究
を
試
みたことは
大
きな
意義
がある。
今後
の
研究
の
成果
を
 
期待
したい。
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